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（仮称）富士宮市立郷土史博物館基本計画（案）市民説明会　第3回　R8.5.27（水）上野出張所　夜

建設予算金額が30億円になっているが、物価や人件費でまだまだ上がる可能性があるが、国や県の補
助金はあるのか。もしないようなら、何か方法を考えてもらいたい。

部長の挨拶でふるさと応援基金を使うという話をしたが、国の補助金としては、地方創生の補助金が
ある。また、都市計画の立地適正化計画の関係で最大1/2の補助金があり、博物館も都市機能を作る
というところで補助金が出る。色々な条件があるので確実に半分とは言えないが、できるだけ該当す
るようにしていきたい。

補助金を使ってもらった方が、予算的には楽になる。

まずは補助金をできるだけ確保し、ふるさと納税も使わせていただき、できるだけ一般の費用は少な
くするようにしていきたい。

今回新しい建物を建てるとのことで、収蔵物を一か所に集めるのもいいが、収蔵スペースなどは限ら
れている。柚野に古い遺跡があるので、古いものはそちらに置いて、比較的新しいものを博物館に置
くというような使い分けをしてはどうか。

柚野にある大鹿窪遺跡のことだと思うが、全国には、遺跡のそばで遺跡が分かるような展示をしてい
る施設もある。大鹿窪については農用地が多く難しいが、大鹿館という施設がある。
先ほどサテライト展示という話もしたが、すべてを大鹿館に展示するのは難しいので、そういったと
ころを活用しながら展示をしていくことは可能。
考古資料がかなりたくさんあり、大鹿館だけでは収納しきれない。そういったものはほかの公共施設
に収蔵し、タイミングを見てほかの場所で展示することは可能。
移動させなければいけないので、文化財に負担をかけるという懸念もあるが、丁寧に扱っていく。

博物館建設を予定している場所は良いと思う。浅間大社などが近所にあるので、学校の学習等であの
辺りを一周すれば富士宮の歴史が分かる。皆さんの賛同が得られれば場所は良い場所ではないかと思
う。

基本計画を読んでいると、これだけの計画をやっていくのにきらら駐車場に3階建ての建物を建設し
て足りるのか。5～6階必要ではないか。狭すぎないか。

計画の中の41、42ページに、部屋ごとの面積が書いてある。
一番足りなくなるのが収集保存で、47ページの表にもあるように、博物館以外で収蔵しなければなら
ないものが600㎡近くあるので、これから空いてくる市の施設を使うことになる。
色々な事業を行うのに2,240㎡で大丈夫かということだが、全部を一度にやるわけではない。すぐ近
くにきららもあるので、講座や講演会を複数行う時などは連携が可能。
33ページにネットワークの展開として、色々な事業を載せてあるが、連携事業例は、建物の中でやる
ものばかりではなく、建物を拠点として他施設と協力して組み合わせながらやっていきたい。

良いものを建てると、その分ランニングコストも高くなる。収蔵庫も温湿度管理をするとなると相当
な機械が必要になる。
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建設する予算はつくのか。まだ決まっていないことが多い。
予算の26億円は他市の博物館を参考にした数字。実際建設費がどれくらいの金額になるのか、詳細は
設計してみなければ分からない。
ランニングコストや建設予算額はまだ決まっていないということか。ちゃんとしたものをつくるのだ
から、予算額はもっと請求しても良いのではないか。これだけの計画ができているなら、概算が出な
いとおかしい。

概算は66ページに約30億と記載させていただいている。これから基本計画が策定されて、次の段階の
基本設計で、階数、エレベーター等細かい設計が決まると、金額を示すことができる。概ね30億円と
いうことでご理解いただければと思う。

3階で足りるのか。僕としては博物館の建設は反対だが、せっかくつくるなら、計画どおりの良いも
のをつくって欲しい。せっかくの計画が勿体ない。

3階というのも決まったわけではない。駐車場の問題もあるので、これから設計をしていく段階で、
面積や階数等若干修正も出てくるのかと思う。今いただいた意見は、今後策定委員会もあるので参考
にさせていただく。

特に、特別収蔵庫は温湿度管理が必要。できるだけ省エネや費用のかからない機械を選び、特別収蔵
庫においても、例えば冬や秋の乾燥して環境の良い時期は機械を回さなくてもいいような造りにした
い。
富士市のかぐや姫ミュージアムでは、本館のほかに郷土資料館や移築した広見公園内の建物がある
が、全てを含めると年間3,500万円程度の維持費がかかっている。
富士宮市はそこまではかからないと思う。人件費も、すでに6人の学芸員がおり、事務担当は必要に
なるので多少プラスになったとしても、それほど増えることはない。
今は学芸員が自分で展示物や資料を作っているので、博物館でも通常の展示にそれほど予算はかから
ないと思う。周年事業等の特別展示の時は、予算をつけて、市民の方が普段見ることができないよう
な展示を見ていただきたい。


